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課題名

試験研

究年次

７５ミヨウガの早出し栽培技術の確立

ミョウガ根茎の休眠打破と花雷早出し栽培法

６１～１年（完了）

Ｉ目的

分類 ①

花ミョウガの早出しのために根茎の掘り上げ時期、休眠打破法及びトンネル、マルチ、

加温による栽培方法を検討し技術確立を図る。

Ⅱ試験方法

１供試品種陣田早生、諏訪２号

２試験区の構成

試験１１年生株での早出し法

ｌ）掘り上げ時期

61.62.63年：９月中旬から半月または１月毎に12月中旬まで

２ ）休眠打破法’

61年：処理方法（2.5℃､5.0℃､11ﾉー ﾙ気浴）と低温処理期間（25,30,35日）

及び処理時期

62年：処理方法（5℃-30日、４０及び43℃の30.60分、19.38.57cmHgの

30.60分減圧処理） 、

63年：処理方法（5℃-30日と40cmHg-30分の減圧給水処理）と処理時期

試験Ⅱ２年生以上の株での早出し法

62年：露地でのﾄﾝﾈﾙ被覆及びﾊｳｽでのﾏﾙﾁ被覆効:果

1年：露地でのﾄﾝﾈﾙ被覆及びﾒﾃ霊ﾙﾏﾙﾁ被覆効果

３試験規模１区４㎡１～２反復

４耕種概要

（１）植付期１年生株：各処理直後２年生以上の株（露地）：６１年３月１日

（２）栽植間隔露地：うね幅1.5,1条植え、ハウス：うね幅1.4ｍ２条植え

（３）施肥量露地、ハウスともにＮ＝15kg,Ｐ２０目＝15kg,Ｋ２○＝15kg／lOa

（４）栽培様式上，､ﾆﾙﾄﾝﾈﾙ被覆:62年は３月l～４月28日、１年は３月20日～５月６日

ﾏﾙﾁ被覆時期:62年は２月１日～３月15日、１年は３月１日～５月１６日

ハウス栽培は硬質温室のカーテン１層被覆で61.62年は12℃、６３年が

18℃設定の加潟電照栽培。（１年生株の試験は全てハウス栽培）

Ⅲ主要成果の概要

１ミョウガの１年生株と２年生以上の株の簡易な花曹早出し方法を確立した。

（１）１年生株利用の場合は、１１月中旬前後に根茎老掘り上げた後､5.0℃に30日前後置く

力》、減圧給水処理を行って植え付け、ハウス加温栽培するのが良い。

（２）‘陣田早生’を１１月中旬に掘り上げて、５℃で30日間処理しハウスで18℃加温電照

栽培すると、５月中旬より花雷収穫が始まり、７月末までに１．５ｔ／lOa以上の収量が得
られる。

（３）２年生以上の株利用の場合、ビニルトンネルあるいは開孔トンネル（開孔率６％）

それにマルチまたはメデルマルチの併用により地温が高まり萌芽がI促進され、早期収量

が増える。しかし、メヂルマルチの除去時期が遅れると茎立本数一収量は減少する。

（４）早出し用品種としては‘陣田早生？が‘諏訪２号'よりも萌j芽、収穫開始期ともに

安定して早く、早期の収量も多い。
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Ⅳ主要成果の具体的データ
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第２図ﾄﾝﾈﾙ,ﾏﾙﾁ被覆と花蕃早期収量
第１図ﾄﾝﾈﾙ,ﾏﾙﾁ被覆と地温及び茎立数の推移（1年）

注）品種は陣田早生（1年）
注）①地温は地下１０cmで１５分間隔で測温
②凡例の破線は地温、実線は茎立数

Ｖ成果の評価と取扱上の留意点

１７月末までの早出しは価格が高いので、ミョウガ栽培農家の経営改善の資料となる。

２根茎腐敗病やウイルス病の持込みに注意する。

Ⅵ今後の研究上の問題点

１ウイルスによる被害程度の解明

２ウイルスフリー苗の作出・増殖と生産力の検定

Ⅶ資料名

６１～平成元年度福岡県農業総合試験場園芸研究所野菜試験成績書


